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国際会長テーマ＆メッセージ     ブライアン E・シーハン 

【 We Serve（我々は奉仕する） 】 

       【 Together We Can 】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  アラートフォーラム」IN 佐世保 2022  寺尾 幸記 

 

このアラートフォーラムが開催されると聞いて、どうしても参加したい！でスケジュール調整し、日

帰りとはなりましたが第１部の講演会及びパネルディスカッションそして第２部のワークショップに

参加して参りました。 

講演会の講師は一社）日本ライオンズアラート委員会 西日本統括リーダーの大阪松原ＬＣ所属Ｌ

坂本 恵市氏による[今までのアラート～これからのアラート]と題してアラート奉仕活動の意味とこ

れまでは特定の有志メンバーやクラブが個々に活動してきたが、災害頻度の増加と災害規模の巨

大化により、クラブからゾーン・リジョンそして準地区さらに複合地区最後に全日本と各レベルにお

いて組織として活動することが求められるようになってきている。  

ライオンズクラブにおけるアラート活動の再確認として、被災者に対する直接支援は行政・自衛

隊・業界団体他で我々は被災地の復興に欠かせない存在である災害ボランティアを支えるための

後方支援に努めるとの事。行政等で出来ない事を出来る範囲支援すると熱く語られてました。 

【アラート活動を行うための心須項目】 

①  [アラート準備金(緊急災害支援準備金)の確保] 

②  [アラート委員会を設置する] 

③  [地元の社会福祉協議会との親密な関係を構築する] 

以上がＬ坂本の講演会の中身でした。 

第２部のワークショップではシミュレーションとして「激甚級の災害が発生しました・・・あなたはど

う対処しますか？」との題でのグループディスカッションが行われました。それぞれの環境や立場か

ら色んな意見が出てきてました。大変参考になりました。 

その後の懇親会に出たかったんですが、次の日の予定もありましたので急ぎ、帰る事に致しました。 

 



 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  第 1 回 アラートチーム会議  寺尾 幸記 

 
７月２２日 金曜日の午後１３時３０分より川之江ふれ

あい交流センターにて会議に行って参りました。高岡

英治リーダーの開会あいさつの後、アラートフォーラ

ム佐世保の報告及び３３６複合地区ガバナー協議会

等の名簿確認そして３３６複合地区のアラートフォー

ラムの開催について、それぞれ報告がありました。次

に今期のアラートチームの活動計画とアラート規定に

ついて説明があり、次回の会議で決定したいとの事。

そして各市町村の社会福祉協議会との連帯に向けて

の準備をお願いしたいということでした。 

 「いつ・どこで・どんな災害が・どれほどの規模で」起

きるか分からない自然災害に対して、我われライオン

ズクラブはどう向き合うべきか、どうすればその組織

力を最大限に活かした支援が可能となるか・・・を考

えた時、再確認させて頂きました。 

ライオンズならではの活動を実施すべく[アラートチ

ーム]を構築し、活動模範を制定していくことを再認

識させて頂きました。 

  第 1 回 リジョン会議  寺尾 幸記 

 今年度 鴨島キャビネット 市村ガバナーより

任命を頂きまして、３Ｒリジョン会議に参加し

て参りました。まず西園寺名誉顧問から地区

名誉顧問会議の報告。３Ｒ－ＲＣの埜下氏から

の第１回キャビネット会議報告。そして各地区

委員よりの報告・連絡があり、私からは今年度

からのキャビネットのアラートチーム発足の流

れと今後の進み方を説明させて頂きました。

まだまだアラートチーム、スタートしたばかり

です。３Ｒ内のクラブにメッセージが届くよう

に、出来る事を順番に実行して参ります。 

まだコロナ感染者増加中により、懇親会等の

開催が無いため お弁当お持ち帰りとなり途

中海の見える丘で美味しくいただきました。

ご馳走様でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３R合同第 1回地区ガバナー諮問委員会  池本 真彦 

８月７日、愛媛県歴史文化博物館において開

催された、３Ｒ合同第１回地区ガバナー諮問委員

会に出席してきました。 

 

前半の「全体会」では、埜下３ＲＣの挨拶の後、

３Ｒ地区役員・地区委員の皆様の紹介がありまし

た。また、地区役員・地区委員の皆様から、会員

増強、ＬＣＩＦ献金、マイライオンの利用促進、リモ

ートの活用、アラートチームの設立、子ども食堂・

フードバンクの支援などについての報告があり

ました。 

 

後半の「各ゾーン別諮問委員会」では、１Ｚの宇

和ＬＣ・内子ＬＣ・野村ＬＣの皆様と、各クラブの活

動内容などについて、意見交換が行われました。

我らが矢野会長を筆頭として、忌憚のない意見

が飛び交い、予定されていた時間をオーバーす

る充実した委員会となりました。特に印象に残っ

た話としては、会員数の少ない他クラブでは、１

０名足らずの実働メンバーが会長等の役職をロ

ーテーションで回しており、４度目の会長を務め

ているとのお話でした。大洲ＬＣは１Ｚの他クラブ

と比較すると会員数が多いクラブではあります

が、今後大洲市内の人口・企業数が大きく減少す

ることを考慮すると、他人事ではなく、将来的に

は大洲ＬＣも同様の状況になる可能性がありま

す。大洲ＬＣとしては、近年の新入会員の入会者

が少ない現状により強い危機感を抱き、新入会

員の拡大に向けてより真剣に取り組む必要があ

ると実感しました。 

 



 

 

    

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  椿の路 （第 2回目）  

椿の路 

「椿の路は」如法寺前の道路から、冨士山山頂付近の周回道路に通じる遊歩

道で、工事が完了して間もない時期で、道路周辺は殺風景でした。 まずこ

こを利用させてもらう許可を市より受けねばなりません。 又、勝手な話で

すが、植栽費も、市にお願いしたいとの希望がありました。 おそらく椿の

購入費より植栽費の方がはるかに高額になるからです。 市との交渉は、市

長が近田 L. であったため、そのご好意により順調に進み、ライオンズクラ

ブが椿を市に寄付し、市が「椿の路」に植えるという形になり、ライオンズ

クラブは植栽費については心配しなくてもよくなりました。 市の担当者も

私の知人ということもあり、年度末近くに突然の出費でありましたが、大洲

市のご協力により予算の捻出をして頂き、計画を実施することができるよう

になりました。おそらく金額は 100万円をはるかに超えていると思います。 

現在もそうですが、椿の生産地は、久留米、宝塚、大阪、京都、東京に代表

的な業者がいます。 椿愛好会はその年 3月に展示会を予定しており、毎年

展示会前に、新しい花はないか、いい花はないかと、毎年久留米通いをして

いました。60 年１月、椿の路づくりのためにと私用の椿展示会の準備を兼

ね 

（第二回目） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て、久留米へ行ってきました。 久留米では予算 40万円で当時の意代表的な品

種を送ってほしいと依頼。 また、10 万円の予算で久留米には無い品種を指定

し、東京の業者に発送を依頼しました。 60 年 3 月初旬、早朝久留米よりトラ

ックが到着、椿愛好会数名と共に荷下ろしを手伝いに行きました。 想像して

いた以上に木は大きく、数も多数ありました。 今回の計画の意図を理解し、

商売抜きで椿を送ってくれた業者に感謝しました。 その後 25年、現在もこの

業者との交流は続いています。 

                石川 淳郎（大洲 LC50周年記念誌より） 

 

 

 

 

 

 



 

 

              

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９８０年４月。今から３２年前、ＮＨＫで日中共

同制作「シルクロード」が放映された。西はロ

ーマから東の奈良まで物と文化と人が行き交

ったシルクロード。名付け親はドイツの有名な

地理学者「リヒトホーヘン」であるといわれて

いる。 

 当時はテレビの放映を録画する機器は我が

家にはなく、まもなく１５巻からなるＤＶＤが、

ＮＨＫソフトウェア発行ポニーキャニオンから

発売された。しかし３２年前、１５巻で１５４３５

０円。１巻が１０２９０円につく。高松でシルクロ

ード展が開かれた時、（松山には来ないとのこ

とで」高松まで行って大枚をはたいて購入し

た。しかし、見ているだけでは我慢できなくな

り、病院を勇退したら、天山北路、天山南路、

西域南道、タクラマカン砂漠横断等の夢を膨

らませていた。 

 １９８８年には奈良で「シルクロード博」が開

催され、奈良まで行って新しいいろいろなも

のを見分でき、ますますまだ見ぬシルクロード

に憧れをいだいた。 

 丁度ＮＨＫとタイアップした旅行会社がシル

クロードの旅を企画しそれに参加した。 

  

  

 

   シルクロード 閑話 （その 1）    今井 要 

 一回目のシルクロードの旅から帰ってきて

から、シルクロード関係の本を探したが、大洲

の本屋にはなく、松山の本屋をまわったが、こ

こも２冊か３冊あればよい方で、店員に聞くと

今はブームが去って、取り寄せならできると

のこと。東京の本屋にとんだ。八重洲口の八

重洲ブックセンター、新宿の紀伊国屋書店、に

行った。さすがかなりのシルクロードに関する

本があり、八重洲ブックセンターではダンボー

ルで発送をお願いし、紀伊国屋書店では、大

型の登山用ザックを買ってそれに詰めて帰っ

た。 

 シルクロードに関する本は、４年前くらいに

すべて大洲の博物館に寄贈した。恐らく南予

では私が一番シルクロードに関する蔵書を持

っていたと自負している。  

 

6/14～7/24まで 大洲市立博物館にて、 

今井 Lの記録写真展が開催されました。 

交河古城遺跡 

 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回の旅は東京から出発して西安（昔の長

安）に着いた。シルクロードの起点といわれて

いる、唐の時代の鐘楼や城壁を見た時、その雄

大さに、ついに来たかと感慨ひとしおであっ

た。 

 当時の中国は経済的に厳しく、国内の遺跡

を訪ねる中国人の観光客に出会うことはほと

んど無くインフラも進んでなくて、都市部やオ

アシスの中を離れたら舗装道路はなかった。移

動手段はチャーターしているマイクロバスで、

無人の荒野を４００キロも５００キロも走るの

で、運転手以外に整備専門がひとり乗り込んで

いた。中国大陸はとてつもなく広い。最初の

時、現地ガイドさんに「この湖は大きいですね」

といったら、返ってきた返事は「日本の琵琶湖

の２０倍です」には、 

一瞬言葉を失った。 

 

 

 

ある時は午後の５時ころ列車の駅に着き、７

時過ぎの列車に乗る予定がいつまで待っても

列車は来ない。日本のように列車遅延の放送

も全くない。ただ待合で待つだけ。その時は結

局翌日の朝になってやっと列車が来た。事情は

途中で豪雨のため線路が何か所も浸かり、その

復旧のため遅延したそうで、広大な中国大陸を

走る列車ではよくあることだそうだ。何の説明

もないのにはいらいらした。現地ガイドが女性

駅長と話しても、駅長も情報が全く入らないの

でわからないとのこと。現地人の乗客らしいひ

とも十数人同じ待合室にいたが、悠然としてお

り、いらいらして文句言っているのは日本人だ

った。 

、小型飛行機を利用したこともあった。当時の

ローカルの空港は、空港といっても名ばかり

で、管制塔というようなものはなく二階建ての

民家のような建物が一棟あるだけで、どうもこ

れが管制塔らしく、着陸した時は本当にほっと

した。 

         （次号その２に続く） 

 

 

鳴沙山（めいさざん） 

 

カラクリ湖 

 



 

 

 

 

  私とゴルフ 
 

            中野 吉貴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイ・ギネスブック      （第 2回目）   中野吉貴 L 

ゴルフと出会ったのは前職の営業をしていたころで、もう２０年も前になる。 

会社のゴルフコンペの人数が足りないため、急遽かりだされたのが始まりである。 

練習期間が３日しかなく、みかねた上司がつきっきりで教えてくれた記憶が懐かしい。 

いまだに下手くそではあるが、そんな私が挑戦していることがある。大洲ゴルフ倶楽部のク

ラブ競技への出場である。 

クラブ競技とは、クラブチャンピオン、キャプテン杯、理事長杯と３つあり、その中でキャプテ

ン杯と理事長杯がハンデ戦である。 

私の腕前からハンデ戦しか出られないが、競技ゴルフは普段のプライベートゴルフと違い独

特な雰囲気がある。 

予選カットラインのミスのできない一打、プレッシャーとの闘い、このような緊張感がまさに

競技ゴルフの醍醐味である。 

戦績はたいして自慢できるものはなく、予選を通るのがやっとの実力である。 

そんな私でさえ夢中になるゴルフ、いい年をした大人が一打ごとに一喜一憂する。 

ゴルフは麻薬よ、一度やったら止められん。２０年前に上司が言った言葉が胸にしみる今日こ

の頃である。 

 



 

 

 

例会ドネーション 

7月第 2例会 

7/22 亀岡 24(日)8時から新谷夏祭り花火大会です、楽しんでください 

  久保 毎日暑いですね、熱中症に気をつけて下さい 

  沖村 ドネーションです 

 

 

8月第 1例会 

8/12 埜下 例会訪問ドネーション 

  正司 例会訪問ドネーション 

  矢野 埜下 RC、正司１ZC本日はありがとうございます 

  沖村 
埜下 RC,正司１ZC例会訪問ご苦労さまです。体に気を付けてゆっくりやって

ください 

  沖村 兄が 8/7に亡くなりました、とても残念です、遊ぶのが減りそうです 

  沖村 4回目のワクチンが終わりました 

  今井 先月 26日で「シルクロード旅の記録写真展」無事終わりました 

  松岡 イカ大漁でしたそうで 

 

ドリンクドネーション 

7月第 2例会 

7/22 池本 

  久保 

  亀岡 

  菊池 

 亀田 

 宮下 

 村上 

 樽井 

 沖村 

  中野 

 

 ドネーション報告 2022.7.8.～2022.8.12. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 
           〒795-0054 愛媛県大洲市中村 221-5 

                      TEL:0893-24-4561 

                      FAX:0893-24-6707 

                      Mobile:090-3988-4785 

 

 

 

 
 アイーアイ－エ－大洲店 

    弓達 るり子 
 

大洲市田口甲 374-8 

TEL:23-0088 / FAX:23-0027 

 

（株）大洲自動車販売  

 

代表取締役  脇本 則彦 
 

大洲市東大洲 1182-1 

TEL:25-5155 / FAX:25-5222 

 

  

 

             

       

 

        

大洲市教育委員会  
    教育長 

 

   東山  宏 

 

大洲市大洲 690 番地の 1 

TEL：24-2111 / FAX:24-2228 

 

tel:0893-24-4561
tel:23-0088
tel:25-5155
tel:25-5155


大洲ライオンズクラブ 【第 1500回記念例会】のお知らせ 

日 時：2022年 10月 28日(金)（10月度第 2例会） 18：00～ 

場 所：料苑たる井 ３F 鳳凰の間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

川   

柳   

          

桝
田 

与
一 

 

早
耳
が 

い
つ
も
噂
を
ま
き
ち
ら
す 

色
々
と 

僕
の
噂
も 

す
る
み
た
い 

 案
の
定 

     

噂
の
人
が
や
っ
て
き
た 

ライオンズクラブ国際協会 336-A地区3R-1Z    発行責任者 矢野啓文   編集 会報編集委員会   印刷 大洲ライオンズクラブ事務局 

大洲ライオンズクラブ 会報   事務局 大洲市大洲891-1   大洲市民会館２F TEL：0893-23-5771/FAX:0893-23-9033 

2022年 8月号  ２０２２．8.26.発行                           
 
e-mail : ozulc@gold.ocn.ne.jp 

 

編集後記（事務局のつぶやき） 

新型コロナウイルス感染拡大もあっという間に「第 7 波」になり、なか

なか終息の兆しは見えません。また新たな変異株の名前が「ケンタウ

ロス」とか。 当初はイギリス株、インド株などと最初に確認された国の

名前がついていたところまでは覚えていますが、差別にあたるとギリ

シャ文字に呼称変更され、「αアルファ株」、「βベータ株」、「δデルタ株」、

等々、そしてつい最近までは「オミクロン株」でしたが、 

遂には「ケンタウロス」とギリシャ神話の怪物まで登場。 さて、次はど

んな名前がつくのでしょう。 ウイルス株の変異と聞くと映画「バイオハ

ザード」を想像してしまいますが、、(笑) これ以上厄介なウイルスが増

えてほしくないですね。 

 


